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「音声言語機能変化を有する進行性難病等に対するコミュニケーション機器の支給体制の整備に関する研究」班 

 

重度障害児の言語獲得支援ためのコミュニケーション機器の有効性に関する調査 
 

研究協力者 佐々木千穂（熊本保健科学大学） 

研究分担者 井村  保（中部学院大学） 

 

研究要旨： 

 脊髄性筋萎縮症Ⅰ型は生後早期に発症し、運動機能のみならず音声言語機能の発達も阻害される

ことになる。しかし、意思表出を行う言語獲得のためには、病状の進行や、獲得した言語機能に応

じたコミュニケーション機器を使うことが必要といえる。そこで本研究では、既に意思伝達装置等

を利用しているＳＭＡ児において、機器導入と支援のライフヒストリーをもとに機器導入のタイミ

ングと効果を振り返り検証した。 

その結果、機器導入により言語獲得や自己実現の増大は見られたが、導入時期が遅い場合には年

齢相応の発達に至っていない場合も見られた。その背景に、周囲の支援者における機器や導入効果

の理解の不足もあり、医療職と機器類の専門家が連携して支援体制整備が望まれる。 

 

Ａ．研究目的 

 進行性神経・筋疾患である脊髄性筋萎縮症

（Spinal Muscular Atrophy；ＳＭＡ）Ⅰ型等

は、生後早期の小児期（乳児期）に発症し、四

肢運動機能加え呼吸機能に障害を呈することか

ら気管切開を行うため、運動機能のみならず音

声言語機能のも喪失する。いわゆる健常児の場

合は、学齢期までに徐々に語彙を増やしながら

５０音の取得に至り、言語を獲得していく。し

かし、前述のような障害児においても、言語獲

得においては、いわゆる健常児と同様の働きか

けが必要だと考えられ、その実現のためには、

病状の進行や、獲得した言語機能に応じたコミ

ュニケーション機器（communication aids；Ｃ

Ａ機器）を使うことで言語発達の遅れを回避で

きる可能性もあるといえる。 

しかし、学齢期前の子供の場合、ＣＡ機器に

対する給付申請自体が認められない場合もある。

また、障害者・児と対象とした補装具・日常生

活用具等は、高齢者を対象とした介護保険制度

とは異なり、「貸与（レンタル）」ではなく「給

付・購入費支給」のみであり、原則として耐用

年数経過前は、不可抗力による著しい破損等の

止むを得ない理由がなければ再申請が認められ

ることは少ない。そのため、同じ装置を長く使

い続けること想定して、一般的には５０音を綴

るような高機能を選ばざるを得ない傾向がある。

幼児期や５０音を獲得する段階では、シンボル

や定型句を利用した言語力（語彙）に応じた装

置使うことが好ましいと考えられるが、現行の

制度のような供給方式では、それを妨げること

になる可能性も否定できない。 

 その有効性を示すためには、身体的な障害程

度や知的レベルだけでなく、学校や家庭を含め

た生活の中での利用状況をふまえた、医学的・

社会的な複合モデルによる導入支援プロセスが

必要であるといえるが、その基準をまとめるた

めには、まずは、実際のＣＡ利機器用者（児）

に対しする実態調査が不可欠である。この調査

により、言語発達段階の小児におけるＣＡ機器

に関する利用支援の制度設計（提案）に必要な

基礎資料とする。 

 

Ｂ．研究方法 

 対象となりうるＳＭＡ児は少ないことから、

アンケート等による大規模な調査は困難である。

そのため、研究分担者・研究協力者が知りえて

いる複数の意思伝達装置の利用児に対する聞き

取り調査を中心とした状況調査を行う。そして、

その事例を比較・検討する。 
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Ｂ－１．予備調査 

 既に意思伝達装置等を活用し、学習課程（養

護学校訪問教育）にあるＳＭＡⅠ型児を対象に

訪問により実態ヒアリングを実施する。装置の

入手方法は、公費負担による支給であるか否か

は不問とする。 

この予備調査では、ＣＡ機器を活用できてい

る児童において、導入時期や支援者の変遷等も

含めたライフヒストリーを確認することで、変

化を時系列に整理する。そして、対象児童にお

ける言語発達と支援者の関与を中心に検証する。 

なお調査票は、昨年度実施したＡＬＳ患者を

対象としライフヒストリー調査1に準拠し、ＣＡ

機器以外の生活環境についても調査した。 

 

Ｂ－２．本調査 

 現在、意思伝達装置を利用しているが、漢字

尾を含む言語獲得や、環境制御機能（リモコン

操作）等の付加機能を利用していない児童を対

象に訪問により実態ヒアリングを実施する。装

置の入手方法は、公費負担による支給であるか

否かは不問とする。 

 この本調査においては、ＳＭＡⅠ型児につい

て①対象児の言語およびコミュニケーションに

関する現在の能力、②言語発達や文字獲得を含

むコミュニケーション発達に果たしたＣＡ機器

の役割、③機器操作の習熟に伴う利用目的の拡

大、の３つの視点で検証する。現在、意思伝達

装置を利用している児童を対象に訪問により実

態ヒアリングを実施する。装置の入手方法は、

公費負担による支給であるか否かは不問とする。 

①対象児の言語およびコミュニケーションに

関する現在の能力 

報告者らの評価として、 

・脊髄性筋萎縮症（Ⅰ型）児のコミュニケー

ション発達に関する里程標2（以下、発達里

程標）を参考に、機器を使用したコミュニ

ケーションの状況をヒアリング時に報告

                                                  
1 伊藤史人・井村保：意思伝達装置利用者の社会活動状況（ラ
イフヒストリー）の調査．厚生労働科省障害者対策総合研究
事業・音声言語機能変化を有する進行性難病等に対するコミ
ュニケーション機器の支給体制の整備に関する研究班、平成
25 年度総括・分担研究報告書、2014．p.59-70。 
2 星有理香,桜庭聡,佐々木千穂・他：脊髄性筋萎縮症(I 型)児の
コミュニケーション発達に関する里程標の作成、脳と発達 
46(2): 146-146, 2014. 

者らが把握する。 

他の評価項目として 

・KIDS 乳幼児発達スケール（Ｔタイプ）の

「③理解言語」、「④表出言語」、「⑤概念」の

各項目（主たる養育者に評価依頼）。 

・対象児のコミュニケーション評価（意思伝

達装置を併用して）として、「質問－応答

関係検査」（著：佐竹恒夫・他、発行：エ

スコアール）の①日常的質問に加え WISC

の全検査 IQ と相関の高い項目以下の４つ

の項目「②類概念」、「③説明」、「④物語の

説明」、「⑤文章の聴理解」、の下位項目の

一部（担当の作業療法士や言語聴覚士、学

校担任に評価依頼）について評価を行った。

応答の様式は意思伝達装置を含め、対象児

の状態に合わせて施行して良い点を、著者

らに確認の上行った。他に、支援者らから

提供された評価結果3も参考にする。 

②言語発達や文字獲得を含むコミュニケーシ

ョン発達に果たしたＣＡ機器の役割 および 

③複数機種での付加機能の利用状況の比較 

養育者および支援者に対し、「意思伝達装置の

使用に関する評価」（別紙付表１参照）への記載

を依頼し、①の結果および、ライフストーリー

の記載事項を交え、検討を行った。「意思伝達装

置の使用に関する評価」では複数機器での利用

目的の比較や使用頻度、どのような付加機能（リ

モコン、呼び鈴）をよく使うか、日常生活にお

けるＣＡ機器の役割を、各機器の長所や短所を

踏まえ、コミュニケーション発達への貢献度お

よび、生活環境の拡がりに等について評価を依

頼した。その他、養育者や支援者の立場から機

器の使用のしやすさ等についても併せて評価を

依頼した。 

（倫理的配慮） 

本調査は回答するＳＭＡ患者の利用環境など

のプライバシーにかかわる質問も含まれるため、

説明事項の文書等で説明し，同意を得て実施し

た。また、顔写真や氏名（イニシャル）の掲載

についても研究協力の同意を得る段階でその旨

の説明を行い、その同意を得ている（中部学院

                                                  
3 JSPS 科研費 24650341 および 熊本保健科学大学学内研
究助成（H23 年度～H26 年度） 
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大学・短期大学部倫理委員会承認：E13-0006

および E14-0018）。 

 

Ｃ．研究結果 

Ｃ－１．予備調査 

 予備調査は、以下の２名の対象に調査を実施

した。以下に各事例の概要を示す。 

（１）予備事例１：ＳＭＡⅠ型女児 10 歳２月 

生後４か月でＳＭＡⅠ型と診断され、９か月

で気管切開手術を行い、１歳より在宅療養を開

始している。主たる支援者は、母親である。 

 ３歳６か月の時、OT（大学教員）の支援によ

り、スイッチの訓練開始。７歳の時に、大学か

らのレンタルによりレッツチャットを試用し、

のちに給付をうける。８歳の時に、補装具で伝

の心を導入したが、通学に携帯できないことも

あり、活用せず。９歳の時に、ST（大学教員）

により、トビー・コミュニケーターを用いた言

語の訓練を開始。１２歳になり、トーキングエ

イド for iPAD を自費購入。 

 

（２）予備事例２：ＳＭＡⅠ型女児 ９歳３月 

 生後３か月でＳＭＡⅠ型と診断され、６か月

より Bipap を開始、１歳より在宅療養を開始、

３歳６か月で NPPV、５歳 11 か月で TPPV を

開始している。主たる支援者は、母親である。 

 ３歳 11 か月の時に、レッツチャットを導入

し、絵文字版で母親の呼び出しを達成。４歳１

か月では日常生活用語選択の文字盤により２語

文を達成し、４歳３か月で平仮名と音等の結び

つきを理解している。これらの支援者は、スイ

ッチ関係が PO（県立機関）、文字盤等が看護師

（難病相談支援センター）である。 

 ６歳 11 か月の時に伝の心のレンタルし、７

歳４か月の時に、養護学校訪問学級担任の支援

のもと、学習支援ツールとして話想を導入し、

下記に引用するように学習の広がりがあった。 

① 音楽の学習：スイッチのよるリズム演奏 

② ワンクリックマウスによる絵画のペイン

ティング 

③ USB カメラの使用による国語（カーテンを

開閉する場面を見ることができ、単元「カ

ーテン」の学習に役立った)や理科（野外の

植物の生育の観察等)の学習が可能になっ

た。 

 

Ｃ－２．本調査 

 本調査は、以下の３名を対象として実施した。

以下に各事例の概要を示す。また、各事例の意

思伝達装置の使用に関する評価を付表１に示す。 

（１）事例１：ＳＭＡⅠ型女児 10 歳２月 

・コミュニケーション評価では伝の心を使  

用 

・発達里程標内の項目では、意思伝達装置

を利用して文レベルでの会話が可能 

①対象児の言語およびコミュニケーションに

関する現在の能力 

KIDS 乳幼児発達スケールでは、この検査で

評価できる上限年齢６歳超まで到達している項

目と、明らかに遅れを呈している項目があった。 

質問－答関係検査では、殆どの項目で質問に

対する適切な応答を得ることが困難であった。   

また PVT－R（絵画語彙発達検査）では、選

択肢を伝の心を使用し番号で回答するという方

法で施行したが、語彙年齢は３歳台であった。

一方、機器類を使用する際の習熟の様子や、意

思伝達装置の既成定型句の語用論的使用の様子

から、潜在的に高い知的機能を有していること

が推測される。 

生活年齢に比し遅れがみられる最も大きな要

因として、６歳まで確実な意思疎通の手段を持

たなかったこと、重度の肢体不自由等により社

会的経験の不足が著しいこと、関わる人が少な

くやりとりの形式がステレオタイプになってい

ることがあげられ、さらにこれらが相互に影響

しあってコミュニケーション発達の阻害因子と

なっていることが推測される4。 

②言語発達や文字獲得を含むコミュニケーシ

ョン発達に果たした CA 機器の役割 

本児は意思伝達装置導入前、確実な意思疎通

の手段を持たなかったため、この使用を通じて

他者とのコミュニケーションを成立させること

が可能となった。機器の使用導入時、既製定型

句を使用したが、自分の伝えたい内容に近いと

                                                  
4 佐々木千穂・他：脊髄性筋萎縮症Ⅰ型児に対するコミュニ
ケーション支援の 1 経験、保健科学研究誌、11、81-89、2014 



 

思われる語を定型句のどれかに当てはめて使用

し、養育者らが文脈に応じて理解するという方

法でコミュニケーションを成立させていった。

文字入力を獲得した後も、語彙力の不足により

本児の伝えたい内容が伝わりにくい、コミュニ

ケーション内容がステレオタイプになってしま

うという傾向は続いている。

しかし、機器を使用した文字学習を通じて、

語彙の獲得が進みコミュニケーションが可能と

なった。機器使用を獲得できたもっとも大きな

利点は、本児が意思伝達装置を使用できたこと

で、養育者を含む周囲の支

高い児」であると評価し、本児への関わり方を

変化させていった点ではないかと考える。この

ことは発達支援の観点から非常に重要である。

なお、訪問学級担任からのコメントとして

「機器を使用するようになってから、自分の体

調や要求を細かく伝えることができるようにな

った。」とのコメントが得られている。

③複数機種での付加機能の利用状況の比較

最初の使用機器は、レッツチャット（

であったが、

ュニケーターも併用した。

連れ、機能の不足を養育者が感じるよ

伝の心（９歳時）の併用を開始した。伝の心の

使用により漢字が使用できること、数字が

以上も正しく読み上げられることなどで、教科

学習によい影響を与えた。さらに、伝の心の

ＣでＤＶＤ

の外部出力機能を使用し複数機器の同時使用を

行うことも獲得できた。伝の心の使用に引き続

き、タブレット型の話想の使用も試みた。漢字

の使用等は伝の心と同様であり、デザインを含

め本児は気に入っていたようであるが、一方、

養育者を含む支援者側は話想に比し伝の心を高

く評価する傾向にあった（別紙

 本児の生活はほぼ在宅であり、学校も訪問教

育のため、自宅での学習支援や通常のコミュニ

ケーションでは伝の心を主に使用している。外

出の際は携帯性に優れているため主にレッツチ

ャットを使用する。また、伝の心で

生している際には、レッツチャットをコミュニ

ケーションに使用するという併用もできるよう

になった。自分に注目して欲しいときにはレッ

思われる語を定型句のどれかに当てはめて使用

し、養育者らが文脈に応じて理解するという方

法でコミュニケーションを成立させていった。

文字入力を獲得した後も、語彙力の不足により

本児の伝えたい内容が伝わりにくい、コミュニ

ケーション内容がステレオタイプになってしま

うという傾向は続いている。

しかし、機器を使用した文字学習を通じて、

語彙の獲得が進みコミュニケーションが可能と

なった。機器使用を獲得できたもっとも大きな

利点は、本児が意思伝達装置を使用できたこと

で、養育者を含む周囲の支

高い児」であると評価し、本児への関わり方を

変化させていった点ではないかと考える。この

ことは発達支援の観点から非常に重要である。

訪問学級担任からのコメントとして

機器を使用するようになってから、自分の体

調や要求を細かく伝えることができるようにな

」とのコメントが得られている。

複数機種での付加機能の利用状況の比較

最初の使用機器は、レッツチャット（

であったが、文字学習支援では、トビー・コミ

ュニケーターも併用した。

連れ、機能の不足を養育者が感じるよ

伝の心（９歳時）の併用を開始した。伝の心の

使用により漢字が使用できること、数字が

以上も正しく読み上げられることなどで、教科

学習によい影響を与えた。さらに、伝の心の

ＤＶＤを操作できたこと、レッツチャット

の外部出力機能を使用し複数機器の同時使用を

行うことも獲得できた。伝の心の使用に引き続

き、タブレット型の話想の使用も試みた。漢字

の使用等は伝の心と同様であり、デザインを含

め本児は気に入っていたようであるが、一方、

養育者を含む支援者側は話想に比し伝の心を高

く評価する傾向にあった（別紙

本児の生活はほぼ在宅であり、学校も訪問教

育のため、自宅での学習支援や通常のコミュニ

ケーションでは伝の心を主に使用している。外

出の際は携帯性に優れているため主にレッツチ

ャットを使用する。また、伝の心で

生している際には、レッツチャットをコミュニ

ケーションに使用するという併用もできるよう

になった。自分に注目して欲しいときにはレッ

思われる語を定型句のどれかに当てはめて使用

し、養育者らが文脈に応じて理解するという方

法でコミュニケーションを成立させていった。

文字入力を獲得した後も、語彙力の不足により

本児の伝えたい内容が伝わりにくい、コミュニ

ケーション内容がステレオタイプになってしま

うという傾向は続いている。 

しかし、機器を使用した文字学習を通じて、

語彙の獲得が進みコミュニケーションが可能と

なった。機器使用を獲得できたもっとも大きな

利点は、本児が意思伝達装置を使用できたこと

で、養育者を含む周囲の支援者が、「知的能力の

高い児」であると評価し、本児への関わり方を

変化させていった点ではないかと考える。この

ことは発達支援の観点から非常に重要である。

訪問学級担任からのコメントとして

機器を使用するようになってから、自分の体

調や要求を細かく伝えることができるようにな

」とのコメントが得られている。
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行うことも獲得できた。伝の心の使用に引き続

き、タブレット型の話想の使用も試みた。漢字

の使用等は伝の心と同様であり、デザインを含

め本児は気に入っていたようであるが、一方、
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ということも可能となった。

 

 

（２）

・コミュニケーション評価ではレッツチャ

・発達里程標内の項目では、意思伝達装置

①対象児の言語およびコミュニケーションに

関する現在の能力

 KI

言語、表出言語ともに、概ね生活年齢相応の能

力を有している。一方、社会生活上の経験に関

する項目では難しい項目が複数あり、生活体験

の場が乏しいことがこの結果に影響を与えてい

ると推測される。また、同様に自分の身体

きを通じて

ツチャットのアラーム機能

画面に注目をさせてから文字入力を行うという

ソーシャルスキルも身につけた。また、リモコ

ン機能の操作を学習し、テレビのリモコン操作

iPad のスイッチコントロール

アプリを使った学習やゲームをすることや、テ

レビ電話の機能も自分で使用できるようになっ

た。この機能を用いて親戚に自分で連絡をとる

ということも可能となった。

図１．レッツチャットと
トビー･コミュニケーター

図２．伝の心とレッツチャットの併用

（２）事例２ ＳＭＡⅠ

・コミュニケーション評価ではレッツチャ

ットを併用

・発達里程標内の項目では、意思伝達装置

を利用して文レベルでの会話が可能

対象児の言語およびコミュニケーションに

関する現在の能力

KIDS 乳幼児発達スケールの評価では、理解

言語、表出言語ともに、概ね生活年齢相応の能

力を有している。一方、社会生活上の経験に関

する項目では難しい項目が複数あり、生活体験

の場が乏しいことがこの結果に影響を与えてい

ると推測される。また、同様に自分の身体

きを通じて理解しやすい概念や、対人との関係

ツチャットのアラーム機能（

画面に注目をさせてから文字入力を行うという

ソーシャルスキルも身につけた。また、リモコ

ン機能の操作を学習し、テレビのリモコン操作

のスイッチコントロール

アプリを使った学習やゲームをすることや、テ

レビ電話の機能も自分で使用できるようになっ

た。この機能を用いて親戚に自分で連絡をとる

ということも可能となった。

図１．レッツチャットと
･コミュニケーター

図２．伝の心とレッツチャットの併用

ＳＭＡⅠ型女児

・コミュニケーション評価ではレッツチャ

ットを併用 

・発達里程標内の項目では、意思伝達装置

を利用して文レベルでの会話が可能

対象児の言語およびコミュニケーションに

関する現在の能力 

乳幼児発達スケールの評価では、理解

言語、表出言語ともに、概ね生活年齢相応の能

力を有している。一方、社会生活上の経験に関

する項目では難しい項目が複数あり、生活体験

の場が乏しいことがこの結果に影響を与えてい

ると推測される。また、同様に自分の身体

理解しやすい概念や、対人との関係

（呼び鈴）を使用し、

画面に注目をさせてから文字入力を行うという

ソーシャルスキルも身につけた。また、リモコ

ン機能の操作を学習し、テレビのリモコン操作

のスイッチコントロール機能を使って

アプリを使った学習やゲームをすることや、テ

レビ電話の機能も自分で使用できるようになっ

た。この機能を用いて親戚に自分で連絡をとる

ということも可能となった。 

図１．レッツチャットと 
･コミュニケーターの併用

図２．伝の心とレッツチャットの併用

型女児 ６歳６月

・コミュニケーション評価ではレッツチャ

・発達里程標内の項目では、意思伝達装置

を利用して文レベルでの会話が可能

対象児の言語およびコミュニケーションに

乳幼児発達スケールの評価では、理解

言語、表出言語ともに、概ね生活年齢相応の能

力を有している。一方、社会生活上の経験に関

する項目では難しい項目が複数あり、生活体験

の場が乏しいことがこの結果に影響を与えてい

ると推測される。また、同様に自分の身体

理解しやすい概念や、対人との関係

を使用し、

画面に注目をさせてから文字入力を行うという

ソーシャルスキルも身につけた。また、リモコ

ン機能の操作を学習し、テレビのリモコン操作

を使って

アプリを使った学習やゲームをすることや、テ

レビ電話の機能も自分で使用できるようになっ

た。この機能を用いて親戚に自分で連絡をとる

 

の併用 

 

図２．伝の心とレッツチャットの併用 

６歳６月 

・コミュニケーション評価ではレッツチャ

・発達里程標内の項目では、意思伝達装置

を利用して文レベルでの会話が可能 

対象児の言語およびコミュニケーションに

乳幼児発達スケールの評価では、理解

言語、表出言語ともに、概ね生活年齢相応の能

力を有している。一方、社会生活上の経験に関

する項目では難しい項目が複数あり、生活体験

の場が乏しいことがこの結果に影響を与えてい

ると推測される。また、同様に自分の身体の動

理解しやすい概念や、対人との関係



 

で学んでいく概念の習得が遅れる傾向にあった。

３才時にひらがな文字習得が可能であったこ

とから、潜在的な知的能力は高い児であること

は間違いないが、一方、他の評価項

体験や経験不足による発達の遅れがあることが

推測された。

質問－

程度かそれ以上の言語能力を示している項目も

ある一方で、語彙などについては

もあり、個体内の差が大きいと考えられる。

②言語発達や文字獲得を含むコミュニケーシ

ョン発達に果たした

 本児は意思伝達装置導入前

からの呼気もれ発声にて、養育者とのコミュニ

ケーションは短い文レベルで可能であった。し

かし就学や社会参加を見据え、早期の意思伝達

装置の支援導入を見込み、スイッチ操作練習に

ついては

ツチャットの使用を開始し、ほぼ同時にひらが

な学習も開始した。機器を使用することで、児

の表出が聞き取りにくい際の確認手段としても

機器が活用できた。また、交流のある他児へレ

ッツチャットで手紙を書いてプリントアウトし

たものを渡すなど、子ども同士の交流にも非常

に有用であった。

③複数機種での付加機能

３歳時に文字学習開始時トビー・コミュニケ

ーターで主に母親が教材を作成し、文字学習の

支援に活用した他、ゲームを楽しむことができ

るようになった。
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活用して、読書を楽しむことができるようにな

った。６

む機会を得た（デモ機使用が短期間であったた

め、継続的な学習支援にまでは使用できていな

い）。この機に、養育者は話想を使用して就学前

に漢字の先取り学習を検討したいと考えたが、

年齢に応じた漢字使用の設定ができない点で話

想による漢字学習は難しい点を多く含むと感じ

ているようである。
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も携帯し、挨拶はビッグマックで行い会話はレ

ッツチャットで行う等、スイッチをつなぎ変え

ることで複数機器を使い分けていた。トビー・

コミュニケーターを学習支援に導入していたこ

導入には違和感なく、現在はワン

操作も自分で一部行

えるようになってきている。話想の試用は短期

間での評価となったが、インターネットに接続

できる機能があることについては魅力を感じて

いる一方、出力音声の印象や使用感から、やや

使いにくいという印象を養育者がもっていた。 

 

研究

各事例については、上述したとおりであるが、

例に共通することとして、潜在的には高い知

的能力を有しながら、個体内での発達に大きな

差がみられたことがあげられる。

て、事例１のように、機器の使用がコミュニケ

ーション成立に必要な児については特に、早期

の支援が重要と考えられる。評価上

達レベルの項目もあるが、より早期に機器類を

使用したコミュニケーションが成立していれば、

周囲の関わり方にも変化があった可能性も否め

ない。

２，３は質問

生活年齢と同程度かそれ以上の言語能力を示し

ている項目もある

３歳台

との交流を通じて獲得

ン能力については

現在３

よるコミュニケーション経験はあるものの、機

器を使用して社会参加

ことも発達の遅れ

 また、

活上の経験に関する項目（

などを正しく説明できる」、「同年齢の子どもと

会話ができる」）では難しい項目が複数あり、生

活体験の場が乏しいことがこの結果に影響を与

えていると

ても年齢相応の発達のものと、「浅い・深い」「太

い・細い」等自分の身体との関係で理解しやす

い概念や、「くやしさ」「親切」等の対人との関

係で学んでいく概念の習得が遅れる傾向にあっ

た。 

 評価そのものについて、事例２，３はいずれ

も質問

れ発声とレッツチャットを併用したが、長い文

や難しい表現になるとそれに見合った文章を作

成することが難しく、また、呼気もれ発声でも

十分に聞き取れない内容があり、伝達様式の制

限で評価が正確に行えないという項目もあった。

また評価を行う側も、養育者を介さずにやりと

りをすることに十分慣れていないこともあり、

評価結果に影響を与えた

とは、他の

が多いのではないかと推測される。

 機器類については、導入がしやすいことや、

読み上げ機能が優れていることが、実用的な使

的能力を有しながら、個体内での発達に大きな

差がみられたことがあげられる。

て、事例１のように、機器の使用がコミュニケ

ーション成立に必要な児については特に、早期

の支援が重要と考えられる。評価上

達レベルの項目もあるが、より早期に機器類を

使用したコミュニケーションが成立していれば、

周囲の関わり方にも変化があった可能性も否め

ない。得られた応答の内容から考えると、事例

２，３は質問－応答関係

生活年齢と同程度かそれ以上の言語能力を示し

ている項目もある

歳台と遅れを示す項目

との交流を通じて獲得

ン能力については

３例とも家庭内や限られた場所での機器に

よるコミュニケーション経験はあるものの、機

器を使用して社会参加

ことも発達の遅れ

また、KIDS 乳幼児発達スケールでも

活上の経験に関する項目（

などを正しく説明できる」、「同年齢の子どもと

会話ができる」）では難しい項目が複数あり、生

活体験の場が乏しいことがこの結果に影響を与

えていると推測される。同様に「概念」におい

ても年齢相応の発達のものと、「浅い・深い」「太

い・細い」等自分の身体との関係で理解しやす

い概念や、「くやしさ」「親切」等の対人との関

係で学んでいく概念の習得が遅れる傾向にあっ

 

評価そのものについて、事例２，３はいずれ

も質問－応答関係検査では、応答の際に呼気も

れ発声とレッツチャットを併用したが、長い文

や難しい表現になるとそれに見合った文章を作

成することが難しく、また、呼気もれ発声でも

十分に聞き取れない内容があり、伝達様式の制

限で評価が正確に行えないという項目もあった。

評価を行う側も、養育者を介さずにやりと

りをすることに十分慣れていないこともあり、

評価結果に影響を与えた

とは、他のＳＭＡ

が多いのではないかと推測される。

機器類については、導入がしやすいことや、

読み上げ機能が優れていることが、実用的な使

的能力を有しながら、個体内での発達に大きな

差がみられたことがあげられる。

て、事例１のように、機器の使用がコミュニケ

ーション成立に必要な児については特に、早期

の支援が重要と考えられる。評価上

達レベルの項目もあるが、より早期に機器類を

使用したコミュニケーションが成立していれば、

周囲の関わり方にも変化があった可能性も否め

得られた応答の内容から考えると、事例

応答関係検査

生活年齢と同程度かそれ以上の言語能力を示し

ている項目もある一方で、語彙などについては

と遅れを示す項目もあった。特に、他者

との交流を通じて獲得できるコミュニケーショ

ン能力については遅滞を呈していた。

例とも家庭内や限られた場所での機器に

よるコミュニケーション経験はあるものの、機

器を使用して社会参加できる

ことも発達の遅れの要因の１つと

乳幼児発達スケールでも

活上の経験に関する項目（

などを正しく説明できる」、「同年齢の子どもと

会話ができる」）では難しい項目が複数あり、生

活体験の場が乏しいことがこの結果に影響を与

推測される。同様に「概念」におい

ても年齢相応の発達のものと、「浅い・深い」「太

い・細い」等自分の身体との関係で理解しやす

い概念や、「くやしさ」「親切」等の対人との関

係で学んでいく概念の習得が遅れる傾向にあっ

評価そのものについて、事例２，３はいずれ

応答関係検査では、応答の際に呼気も

れ発声とレッツチャットを併用したが、長い文

や難しい表現になるとそれに見合った文章を作

成することが難しく、また、呼気もれ発声でも

十分に聞き取れない内容があり、伝達様式の制

限で評価が正確に行えないという項目もあった。

評価を行う側も、養育者を介さずにやりと

りをすることに十分慣れていないこともあり、

評価結果に影響を与えた可能性もある。

ＳＭＡⅠ型児においても同様の状況

が多いのではないかと推測される。

機器類については、導入がしやすいことや、

読み上げ機能が優れていることが、実用的な使

的能力を有しながら、個体内での発達に大きな

差がみられたことがあげられる。この結果とし

て、事例１のように、機器の使用がコミュニケ

ーション成立に必要な児については特に、早期

の支援が重要と考えられる。評価上３歳台

達レベルの項目もあるが、より早期に機器類を

使用したコミュニケーションが成立していれば、

周囲の関わり方にも変化があった可能性も否め

得られた応答の内容から考えると、事例

検査についても、

生活年齢と同程度かそれ以上の言語能力を示し

一方で、語彙などについては

もあった。特に、他者

できるコミュニケーショ

遅滞を呈していた。 

例とも家庭内や限られた場所での機器に

よるコミュニケーション経験はあるものの、機

できる場が少なく、この

の要因の１つと考えられる。

乳幼児発達スケールでも

活上の経験に関する項目（(例)「公園に行く道

などを正しく説明できる」、「同年齢の子どもと

会話ができる」）では難しい項目が複数あり、生

活体験の場が乏しいことがこの結果に影響を与

推測される。同様に「概念」におい

ても年齢相応の発達のものと、「浅い・深い」「太

い・細い」等自分の身体との関係で理解しやす

い概念や、「くやしさ」「親切」等の対人との関

係で学んでいく概念の習得が遅れる傾向にあっ

評価そのものについて、事例２，３はいずれ

応答関係検査では、応答の際に呼気も

れ発声とレッツチャットを併用したが、長い文

や難しい表現になるとそれに見合った文章を作

成することが難しく、また、呼気もれ発声でも

十分に聞き取れない内容があり、伝達様式の制

限で評価が正確に行えないという項目もあった。

評価を行う側も、養育者を介さずにやりと

りをすることに十分慣れていないこともあり、

可能性もある。

Ⅰ型児においても同様の状況

が多いのではないかと推測される。 

機器類については、導入がしやすいことや、

読み上げ機能が優れていることが、実用的な使

的能力を有しながら、個体内での発達に大きな

この結果とし

て、事例１のように、機器の使用がコミュニケ

ーション成立に必要な児については特に、早期

歳台の発

達レベルの項目もあるが、より早期に機器類を

使用したコミュニケーションが成立していれば、

周囲の関わり方にも変化があった可能性も否め

得られた応答の内容から考えると、事例

についても、ほぼ

生活年齢と同程度かそれ以上の言語能力を示し

一方で、語彙などについては

もあった。特に、他者

できるコミュニケーショ

 

例とも家庭内や限られた場所での機器に

よるコミュニケーション経験はあるものの、機

場が少なく、この

考えられる。 

乳幼児発達スケールでも社会生

「公園に行く道

などを正しく説明できる」、「同年齢の子どもと

会話ができる」）では難しい項目が複数あり、生

活体験の場が乏しいことがこの結果に影響を与

推測される。同様に「概念」におい

ても年齢相応の発達のものと、「浅い・深い」「太

い・細い」等自分の身体との関係で理解しやす

い概念や、「くやしさ」「親切」等の対人との関

係で学んでいく概念の習得が遅れる傾向にあっ

評価そのものについて、事例２，３はいずれ

応答関係検査では、応答の際に呼気も

れ発声とレッツチャットを併用したが、長い文

や難しい表現になるとそれに見合った文章を作

成することが難しく、また、呼気もれ発声でも

十分に聞き取れない内容があり、伝達様式の制

限で評価が正確に行えないという項目もあった。

評価を行う側も、養育者を介さずにやりと

りをすることに十分慣れていないこともあり、

可能性もある。このこ

Ⅰ型児においても同様の状況

機器類については、導入がしやすいことや、

読み上げ機能が優れていることが、実用的な使
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用にいたるために必要と考えられるが、一方で、

発達支援をすべてカバーできるオールインワン

の機器もない。複数の機器を組み合わせて使用

する際にも、段階的な導入が必要性で、この点

についても後述する発達支援の専門家の関与が

重要となる。また、ＰＣにソフトを入れて使用

するタイプの意思伝達装置（トビー・コミュニ

ケーターやハーティ･ラダー等）は、教科学習に

有用なソフトであるが、ソフトを入れるＰＣ本

体の選定、固定について等は、レッツチャット

以外のほとんどの機器で検討する必要があり、

この点が解消されないと実際の使用では難しい

点が多い。このように、小児の機器使用におい

ては、学習場面や行事への参加等にあたり、移

動や機器の固定等の工夫が必要となるが、これ

らの支援がないことで、性能自体がよくても使

用にいたっていない機器もあることがわかった。 

 

（２）在宅療養の小児のＩＴを使った発達支援

が行える体制づくりの必要性 

 本調査対象の３名ともリハビリテーションス

タッフ（以下、リハスタッフ）の関与がなかっ

たわけではなく、担当リハスタッフや地域支援

事業の関係者に機器を使用した支援が行えるも

のがいなかったことが、支援開始の遅れや、養

育者の悩みに繋がっていた。施設入所の小児に

ついては支援がされている可能性もあるが、訪

問リハのスタッフについては、主に成人を対象

とした事業所も多く、このため発達支援に経験

がなかったり、小児を対象としていても機器類

を使用したコミュニケーション支援についての

知識をもたなかったり、そもそも当該の機器を

見たことがないという担当者も多かった。 

 これらのことから、機器供給の制度を整える

だけでは、小児の（少なくともＳＭＡⅠ型児の）

継続的な支援にはつながらないと考えられる。

これは、報告者の経験上からも全国的な状況で

はないかと考えられる。 

 上記のため、養育者らはＮＰＯ法人や業者ら

に機器使用についての相談を持ちかけることも

あるが、発達支援についての専門家が関与して

いない場合が多く、二次障害の予防や、発達支

援の視点をもたないアドバイスに対して、養育

者が取捨選択する力がないことも多く、結果的

に様々な機器の使用を繰り返し、対象児におい

ては失敗体験を積み重ねることにより、機器の

放棄にいたることも少なからずあり、この問題

も深刻と感じている。 

また教育現場においては、対象児の評価を行

うことが少なく機器を利用したコミュニケーシ

ョン支援が有効な対象児に対しても系統的に導

入されていない事例も数多くある印象を持つ。

また、ＰＣの持込等についても制限がある学校

もあり、まだまだＩＴ機器が教育現場で有効に

使用されるための準備が遅れている自治体が多

い印象である。 

 

Ｅ．結論 

 今回、意思伝達装置を実際に利用することで、

利用機能の変化や言語発達の変化の調査を３例

で試みた。また、従来とは異なる十分な調査期

間ではなかったが、機能による装置の使い分け

や、要求伝達や自身による環境制御等が増加し

た等の結果が得られた。 

 しかし、今回の症例では、リハスタッフや教

員による利用促進が十分でなく、機器類を十分

に活用できていない側面もみられた。 

 今後は機器を使用した発達支援が、在宅療養

の対象児にも行っていけるような人材育成や支

援システム、医療職と機器類の専門家が連携し

て支援を行うことを義務付けるような制度が必

要ではないかと考えられる。 

 そのため、もう少し長期間での支援者を巻き

込む評価を行うことも必要になる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 （統括研究報告書にまとめて記載） 

 

Ｇ．研究発表 

（１）論文発表 

 なし 

（２）学会発表 

 なし 

 

Ｈ．知的所有権の出願・登録状況 

 なし 

（※本研究に関しては、申告すべき COI（利益

相反）状態はない。） 
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付表１．各事例の意思伝達装置の使用に関する評価 

 
※記入者は母親、【】については担当セラピスト・教諭 

順位
1日の
使用時

間
長所 短所

レッツ・
チャット

2
３／１
２時間

外出時、伝の
心でDVD再生
時の会話用と
して使用

持ち運び、設
置が簡単。電
池式なので出
先でも交換可
能。操作も簡
単で分かりや
すい。発声が
自然。

漢字変換ができない。２桁以上の
数字を読まない。

【「～へ」「～は」等助詞が発音
できない。】

周囲の人たちからも見やす
く分かりやすい。手話をす
るお友達が表示画面を見て
手話で応えてくれた。

ピエゾスイッ
チ、両足親指
交互使用。
ベッドサイ
ド、座位保持
椅子、外出用
ストレッ
チャー

使い始めたころ 遊びで設定変更を
してしまい保存語彙を初期化して
しまったことが度々あったので 支
援者のみの設定方法があると良い
と思う。（チャイルドロック的な
…）

伝の心 1
９／１
２時間

会話、DVD再
生、算数の授
業

漢字が使用で
きることで
より多くの語
彙に興味を持
つようになっ
た。

漢字変換、２
桁以上の数字
の発音、アル
ファベットの
入力、発音。

移動時に携帯用として使用できな
い。パソコンを終了させてしまう
と介助者に起動してもらわないと
使用できいない。

【漢字変換された文字の発音「あ
した」と入力しても「あす」と発
音される。】

漢字変換、２桁以上の数字
の発声、アルファベットな
ど使用できる語彙が増えた
ことで表現力が拡がった。
リモコン機能によりテレビ
のチャンネルやDVDレコー
ダーなどを切り替えて自分
の好きなチャンネルに変更
できるようになった。テレ
ビの時刻表を把握し時計を
見ながら開始時間を把握す
ることができるようになっ
た。

ピエゾスイッ
チ、両足親指
交互使用。
ベッドサイ
ド、座位保持
椅子

レッツ・チャットの外部出力で連
動して操作することで 伝の心が操
作不能になっても レッツ・チャッ
トで知らせることができる。伝の
心でDVDやネット操作する中で中断
することなく レッツ・チャットで
会話をすることができる。

話想 3
２時間
程度

会話

大きな画面で
確認でき、タ
ブレットは携
帯用としても
ち運べる。リ
モコン機能で
電気機器が操
作できる。

長時間使用の際、動作不能になる
ことが多かった。自分で再起動す
るとスタート画面になり介助者が
いないとソフトを起動できない。
予測変換機能は同じ語彙が並んで
いることもあり迷う。濁点、半濁
点も予測で出てくるのは使いにく
そうだった。数式の文字盤がな
かったので数式の入力に時間が掛
かり、発音（＋をプラス）は算数
の授業には不向きに感じた。

【漢字の変換種類が多すぎるよう
に思う。就学前の子どもの場合に
は機能が多すぎると思う。】

ピエゾスイッ
チ、両足親指
交互使用。
ベッドサイ
ド、座位保持
椅子

短期間の使用だったため 使い慣れ
ず、せっかくの機能を使いこなす
ことができなかった。外出時の持
ち出しも タブレットの固定がで
き、カメラ機能を使えたら屋外で
の視野ももっと広がったと思う。
 
【説明書の内容（特に各部の名称
とはたらき、操作手順などについ
て）がもう少し詳細であるとよ
い。】

レッツ
チャット
（ファン
コム製：
新型）

2 ３０分 意思伝達

手軽なので
さっと入力で
きることが利
点。漢字が使
えないことが
残念。

専用アームの
おかげで安心
して設置でき
る。本体も丈
夫なので安
心。

もう少しコンパクトになるともっ
といい。

聞き取れない言葉をさっと
文字にするには手軽でよい
基本的な意思伝達は十分で
きると思う。ただ、娘は声
である程度意思伝達できる
ので、聞き取れない時のみ
の使用となっている

シンプルなので、ただ意思伝達す
るという目的にはとてもよい機器
だと思う。音だけでの入力ができ
るのも魅力的。ただ、物足りなく
なってしまうのも確か。学習や楽
しみの場面では、レッツチャット
をベースに他の機器につなぐとい
うのがやはりいいのかもしれな
い。

話想 1
1～２
時間

テレビリモコ
ン
呼び出し
意思伝達

漢字が使える
ことはよい
が、学習機能
で余分な漢字
がたくさん出
てきてしまう
のが、就学期
の子にとって
は操作しづら
く感じる。

専用のアーム
等がないの
で、市販もの
で対応する
が、不安。

タブレットを裸のまま使用するこ
とが不安。多少の衝撃に耐えられ
るケースがほしい。

テレビの録画やDVDの操作が
できることで、とても喜ん
だ。電気などのリモコンを
操作させればお手伝いも可
能だと思った。
呼び出しも使いやすいよう
で、あいさつ等自ら使用し
ていた。

たくさんの機能がありとても魅力
的。まだ小さなうちの娘ではすべ
ては使いこなせずもったいない
が、もう少し大きくなればもっと
楽しく使えると思う。
漢字の変換を学年で指定できれば
いいのにと思う。
機能の表示が難しい表記のため小
さい子には分かりづらい。多機能
な分選択肢が多いので、選択に時
間がかかることが気になる。必要
な機能だけを使えると嬉しい。
読み上げの調整がうまくできな
かった。音だけ聞いて入力するこ
とが難しそう。（設定の問題
か？）

トビーコ
ミュニ
ケーター

3 時々 学習時

目的の学習を
させることが
できる（絵あ
わせやかずな
ど）

ノートパソコンでやっていて常に
設置していないため、設置が面倒
に感じてしまいなかなか設置して
あげられない。

使い方次第でかなりいろい
ろなことができると思って
いるが、まだ学習目的にし
か使用していない。

手間はかかるが、こちらの作り方
次第でかなりいい使い方ができる
と思う。支援者の頑張りに左右さ
れると思う。万能ではないので、
他の機器と組み合わせながら使用
していきたい。

レッツ・
チャット

1 16

テレビ操作、
あいさつ、外
出、吸引、ト
イレの希望、
質問、クラク
ション（注意
喚起）、楽器
として、目押
しゲームとし
て

50音の理解が
しやすい（覚
えやすい）、
印刷できるの
で「お手紙」
として文字学
習のきっかけ
になる

軽くて持ち運
びやすい。赤
く光るのでわ
かりやすい。
声がよい。専
用の固定アー
ムがありよ
い。

会話のキャッチボールのスピード
が合わせ辛く、オートスキャンの
タイムラグにストレスを感じてい
る。漢字変換ができない。無線で
の印刷ができない。アルファベッ
トがない。コードの差込口が左サ
イドに飛び出すかたちになるの
で、外部からの接触でコード（コ
ネクタ部分）が破損しやすい。内
臓のデザインにならないものか？
オリジナル語彙を入力するボタン
数が足らない。

買い物をしてあいさつな
ど、機械がしゃべると驚き
と感動される。本人の意思
が表現できるので、周りの
人々との関係も育まれる。

マイクロス
イッチを左手
に付けて使用

こどもの発達過程の中で、文字の
習得時期やコミュニケーションの
成長期に使用する機器としては、
大変よかったです。今後さらに複
雑化する気持ちや要求、ニードに
対応するには、他の機器の導入も
考えていく必要があると思ってい
ます。　少し話は変わりますが、
静かにしなければならない場所で
の使用設定が困りました。操作の
サーチ音だけ消すという設定もあ
るとよかったです。（耳で場所を
覚えていることもあって操作は難
しいのですが。）

話想 3 0.5
新しい機器の
導入候補とし
て試用中

漢字の変換が
でき、変換候
補もでるので
よい。無線で
印刷できて良
い。インター
ネットにも接
続できるよう
になっていて
よい。

漢字の変換が
でき、変換候
補もでるので
よい。無線で
印刷できて良
い。インター
ネットにも接
続できるよう
になっていて
よい。

タブレットの操作が、介助者が難
しい。文字盤がひらがなに変換で
きるとよい（漢字表記のみはわか
らない）。英語にも対応していて
よい。選択リセット操作が黄色に
なったら押すというのは待ち時間
が長くてストレスのようだ。レッ
ツチャットの長押しキャンセルが
やはり便利。声の種類が気に入る
ものがない。マウス操作のカーソ
ルが分かりにくい。もっと感覚的
に使えるのがよい。またマウス操
作を行ったり来たりするとスピー
ドが勝手にダウンしていく機能は
使いにくいように思う。

インターネットに接続でき
るので、さらに広く社会や
世界を理解していくと思
う。

マイクロス
イッチを左手
または右手に
付けて使用

ビック
マック

2 0.5

音声のボ
リュームが必
要な場面で使
う。（幼稚園
の下校時な
ど）

発表会などに
使えたらよい
と思うがまだ
機会がない。

シンプルで使
いやすい。音
量がある。

電池が珍しい種類なので、コンビ
ニで買えず、外出時困った。電池
の消耗も物凄く早い。使っていな
いときは、電池を外している。

子どもにはわかりやすいの
か、みんなが触って遊びた
がった。

マイクロス
イッチを左手
または右手に
付けて使用

スイッチで使うので、全体の形が
もっとちいさくてもよい。

トビーコ
ミュニ
ケーター

4 0.5 動画を観る

細かく文字な
どカスタマイ
ズ出来てよ
い。

カスタマイズ
に手間がかか
る。

携帯用にするには、タブレットに
インストールして使わなければら
ない。

まだわからない。

マイクロス
イッチを左手
または右手に
付けて使用

事
例
１

事
例
２

事
例
３

機器の名
称

PPSスイッチ
（風船）で、
斜め横向きで

使用。

使用している
スイッチの種
類と身体の部

位や姿勢

その他（感想）

使用頻度 全体的な使用感主な使用場
面・用途（リ
モコンや呼び
出し含む）

学習への貢献
度（例：漢字
が使用できて

良い等）

機器を使用した際の生活の
拡がりや社会参加について


